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最小二乗法 -1（線形近似）
MATLABのStatistics and Machine Learning Toolboxを使用して，

統計データの扱いを説明する．

データの入力とヒストグラム

データがExcel上に用意されているとする．

エクセルデータ Jap-Math-Sci.xslx

使用するのはこの内の，

number（個体番号），sex（男女の別），JapA（国語得点），MathA（数学得点）である．

まず，Jap-Math-Sci.xslx　からデータを読み込み、必要な列のデータ（5列目および7列目）のヒストグラムを

描こう．

xlscファイルを同じディレクトリの中に置いても見つからないというエラーがでることがある．その場合には

「ファイルの検索」から，ファイル名を検索し，そのpathを指定する．

ds=xlsread('Jap-Math-Sci.xlsx');
histogram(ds(:,5));%Score of Jap.
hold on
histogram(ds(:,7));%Score of Math.
hold off
xlabel('Score')
ylabel('Number of Students')
legend('Mathema"cs','Japanese')
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ここでは，ヒストグラムを描くコマンドhistogram を2回呼んで，データMathAとJapAの分布を重ねることによ

り，分布の違いなどが分かる．

データの散布図

サンプルデータから，第1パラメタをx軸とし，第2パラメタをy軸とし散布図を描くコマンド scatter(x,y) が用

意されている．

ds=xlsread('Jap-Math-Sci.xlsx');
gscatter(ds(:,3),ds(:,5),ds(:,4),...
'br','.',20,'off','Number','Score')
hold on
gscatter(ds(:,3),ds(:,7),ds(:,4),'br','x',10,'off')
hold off
legend('Loca#on','northeastoutside')
legend('Japanese 1','Japanese 2',...
'Mathema#cs 1','Mathema#cs 2')
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ここでは男女の別を違う色で示したいので，gscatterを使った．

gscatter(x,y,group) はgroup（性別）内のデータに従ってグループ分けされた（x,y）データ

（x=Number，y=Score)の散布図を描く．ここではds.sexの中の数1，2（青、赤）に対応する．

平均，分散，相関

与えられたデータの平均値，標準偏差（分散の平方根）および相関係

数の計算は簡単である．mean=平均，std＝標準偏差．

ds=dataset('xlsfile', 'Jap-Math-Sci.xlsx');
mMathA=mean(ds.MathA)

mMathA = 23.0100

sigMathA=std(ds.MathA)

sigMathA = 6.4812

mJapA=mean(ds.JapA)

mJapA = 24.8377

sigJapA=std(ds.JapA)

sigJapA = 4.4945
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cor=corrcoef(ds.MathA,ds.JapA)

cor = 2×2
    1.0000    0.6607
    0.6607    1.0000

相関係数を見ると，例えばここで扱っている例では，MathAとJapAの間には0.66の相関があることを示してい

る．

この相関は小さいのか，あるいは大きいのか．そのようなことを知りたいときには，MathAとJapAの値をそれ

ぞれ$x$軸，$y$軸にとってデータの分布を見ればよい．

scatter(ds.MathA,ds.JapA,'r','o','filled')
xlabel('Mathematics')
ylabel('Japanese')

回帰直線

更に、図で分布の様子を見るだけでなく，polyfit を用いてデータを1次式で（最小二乗フィット）表すことを

試みる．

ds=dataset('xlsfile', 'Jap-Math-Sci.xlsx');
scatter(ds.MathA,ds.JapA,'r','o','filled')
h=lsline;
xlabel('Mathematics')
ylabel('Japanese')
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set(h,'linewidth',2,'color','bl');

polyfit(ds.MathA,ds.JapA,1)

ans = 1×2
    0.4581   14.2959

plyfitは任意の多項式のあてはめができるが，

ここでは n=1 として直線の当てはめをして，国語と数学の成績の相関として

を得た．

課題１
文科省，厚生労働省，財務省など公的機関のホームページを見て、公的に利用が許されているデータの所在を

調べなさい．

課題２
調べたデータを用いて、ここで行ったようなデータ処理を行え．
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